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残
雪
の
な
か
初
詣
で

　

２
０
１
０
年
が
明
け
、
行
人

岳
山
頂
は
１
日
、
大
勢
の
初
詣

で
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
雪

が
う
っ
す
ら
積
も
っ
た
境
内
で

は
、
家
族
連
れ
や
カ
ッ
プ
ル
ら

が
新
年
へ
の
思
い
を
込
め
な
が

ら
、
神
前
に
手
を
合
わ
せ
ま
し

た
。

新年号



　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
が
た
に
は
長
島
町
行
政
推

進
に
対
し
、
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援

を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

平
成
21
年
は
新
生
「
長
島
町
」
４

年
目
と
な
り
、
合
併
以
来
、
旧
両
町

間
の
融
和
と
地
域
お
よ
び
制
度
の
格

差
是
正
に
懸
命
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

７
月
下
旬
か
ら
８
月
に
か
け
て
発
生

し
た
、
赤
潮
に
よ
る
養
殖
ブ
リ
へ
の

被
害
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
復
旧
に
向
け
た
懸
命
な
作

業
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
各
方

面
の
皆
さ
ま
に
対
し
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
害
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
皆
さ
ま
に
、
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
町
と
し

ま
し
て
は
養
殖
漁
家
等
に
対
し
、
緊

急
雇
用
対
策
や
経
済
支
援
対
策
、
さ

ら
に
は
生
活
支
援
対
策
を
講
じ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
「
新
た
な
歴
史
と
文
化
に
夢
と
感

動
！
長
島
か
ら
「
元
気
」
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
」
を
テ
ー
マ
に
、
10
月
か
ら
11

月
に
か
け
て
「
第
13
回
な
が
し
ま
造

形
美
術
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

期
間
中
に
は
町
内
外
か
ら
８
万
人
を

超
え
る
入
場
者
が
あ
り
、
町
民
一
人

ひ
と
り
は
小
さ
い
け
れ
ど
、
全
町
民

で
取
り
組
む
と
想
像
を
は
る
か
に
超

え
る
力
が
発
揮
で
き
る
こ
と
が
証
明

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
島
内
を
巡
る
国
・
県
道
約

40
㌔
を
地
元
の
自
然
石
を
活
用
し
た

石
積
み
と
花
で
彩
る
「
フ
ラ
ワ
ー
ロ

ー
ド
事
業
」
を
町
民
と
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
評
価
さ
れ
、

国
土
交
通
省
と
農
林
水
産
省
が
提
唱

す
る
「
全
国
花
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ン

ク
ー
ル
」
で
優
秀
賞
を
獲
得
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

11
月
中
旬
に
は
第
2
回
長
島
お
さ

か
な
祭
り
を
開
催
し
、
県
内
外
か
ら

１
万
３
千
人
を
超
え
る
参
加
者
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
早
朝
か

ら
薄
井
漁
港
へ
つ
な
が
る
県
道
葛
輪

瀬
戸
線
に
は
、
参
加
者
の
車
が
絶
え

る
こ
と
が
な
い
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り

で
、
長
島
の
新
鮮
な
水
産
物
を
食
べ

た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と
を

再
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
希
望
に
満
ち
た
ま
ち

づ
く
り
を
展
開
し
て
い
く
た
め
に
、

平
成
22
年
も
町
総
合
振
興
計
画
「
フ

ル
・
デ
ュ
ー
・
プ
ラ
ン
」
の
『
夢
と

活
力
が
あ
り　

住
民
一
人
ひ
と
り
を

大
切
に
す
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
』

を
政
策
目
標
に
掲
げ
、
目
標
達
成
の

た
め
に
各
種
施
策
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。。

　

夢
づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
三

県
架
橋
や
獅
子
島
架
橋
の
実
現
に
向

け
て
、
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
着
実
に
要
望
を
続
け
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り

と
し
て
、「
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
事
業
」

を
さ
ら
に
進
め
、
平
成
23
年
春
に
鹿

児
島
県
で
開
催
さ
れ
る
「
全
国
都
市

緑
化
フ
ェ
ア
」の
協
賛
会
場
と
し
て
、

ま
た
、
来
春
に
は
全
面
開
通
と
な
る

九
州
新
幹
線
を
利
用
し
た
都
市
部
か

ら
の
観
光
客
に
対
し
て
も
、
景
観
づ

く
り
事
業
を
通
じ
て
、
ふ
る
さ
と
長

島
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
交
流
人
口
の
増

加
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
春
２
月
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し

て
、
長
島
の
玄
関
口
で
あ
る
黒
之
瀬

戸
地
区
に
「
長
島
物
産
館
」
を
整
備

中
で
あ
り
ま
す
。
完
成
の
暁
に
は
、

か
ご
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
り
ま
す
赤

土
バ
レ
イ
シ
ョ
や
ブ
リ
を
は
じ
め
、

本
町
の
新
鮮
な
農
林
水
産
物
等
販
売

の
拠
点
施
設
に
な
る
と
期
待
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

気
低
迷
等
に
よ
り
、
国
・
地
方
を
通

じ
て
の
厳
し
い
財
政
状
況
は
今
後
も

予
想
さ
れ
、
高
齢
化
に
見
合
っ
た
福

祉
対
策
の
確
立
、
生
活
基
盤
の
整
備

等
多
く
の
課
題
に
対
処
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

町
議
会
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
課

題
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、
町
民

の
最
も
身
近
な
行
政
機
関
と
し
て
、

よ
り
豊
か
な
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を

目
指
し
て
、
今
後
さ
ら
に
創
意
工
夫

を
重
ね
て
、
長
期
展
望
に
立
っ
た
財

政
基
盤
の
強
化
に
努
め
、
町
民
生
活

重
視
の
立
場
か
ら
積
極
的
に
対
応
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

よ
り
機
能
を
強
化
し
た
存
在
感
の

あ
る
議
会
と
な
る
よ
う
全
力
で
取
り

組
み
な
が
ら
、
本
町
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
林
水
産
業
の
振
興
は
も
と
よ

り
、
商
業
も
含
め
た
足
腰
の
強
い
ま

ち
づ
く
り
に
、
町
民
と
一
緒
に
な
っ

て
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

す
が
、
新
た
な
役
割
に
対
応
す
る
た

め
に
は
、
地
方
税
源
の
拡
充
と
地
方

交
付
税
の
安
定
的
確
保
を
目
指
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
先
の
衆
議
院

議
員
選
挙
で
は
政
権
交
代
が
な
さ

れ
、
民
主
党
を
中
心
と
し
た
新
政
権

が
発
足
し
、
国
の
政
治
手
法
も
大
き

く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
ま
だ
先
の
見

え
な
い
不
透
明
感
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
の
社
会
情
勢
は
、
長
引
く
景

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
輝
か
し
い
新
春
を
皆
さ
ま
と

と
も
に
迎
え
ら
れ
ま
す
こ
と
を
、
心

か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
素
か
ら

町
議
会
の
運
営
に
対
し
、
格
段
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
地
方
分
権
の
推
進
に
伴

い
、
地
方
公
共
団
体
を
取
り
巻
く
環

境
は
益
々
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま

で
あ
り
ま
す
三
県
架
橋
の
実
現
と
、

そ
れ
を
結
ぶ
地
域
高
規
格
道
路
の
整

備
が
不
可
欠
な
条
件
で
す
。
ま
た
、

生
活
体
系
の
基
本
で
あ
り
ま
す
道
路

整
備
と
し
て
、
県
道
長
島
宮
之
浦
港

線
（
平
尾
・
鷹
巣
地
区
）
の
整
備
に

め
ど
が
つ
き
、
平
尾
地
区
の
設
計
委

託
業
務
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

　

活
力
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
１
次

産
業
の
農
業
、
漁
業
を
中
心
と
し
た

就
業
構
造
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
観

光
・
製
造
業
な
ど
の
第
２
次
産
業
、

第
３
次
産
業
を
複
合
化
さ
せ
た
第
６

次
産
業
へ
の
シ
フ
ト
を
目
指
し
た
町

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ま
す
。
さ
ら
に
道
路
、
漁
港
、
港
湾
、

農
業
基
盤
な
ど
の
整
備
と
風
車
を
活

用
し
た
風
車
公
園
等
の
整
備
を
併
せ

て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
て
の

町
民
が
生
涯
に
わ
た
り
健
や
か
に
暮

ら
せ
る
町
づ
く
り
の
た
め
に
、
小
さ

く
て
も
キ
ラ
リ
と
光
る
も
の
を
備
え

た
町
と
し
て
、
九
州
管
内
町
村
で
初

め
て
の
福
祉
事
務
所
を
運
営
し
、
一

人
ひ
と
り
に
き
め
細
や
か
な
福
祉
行

政
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

今
後
も
長
島
町
総
合
振
興
計
画
推

進
の
た
め
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の
力

を
結
集
し
た
取
り
組
み
を
誓
い
、
皆

　

本
議
会
は
、
今
後
も
地
域
住
民
の

代
表
と
し
て
、
皆
さ
ま
が
た
と
一
丸

と
な
り
、
町
政
発
展
に
尽
力
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

フ
ル
・
デ
ュ
ー
・
プ
ラ
ン
を
推
進

足
腰
の
強
い
ま
ち
づ
く
り

2Nagashima toｗn Public Relation s3 広報ながしま



NAGASHIMA TOWN Public Relations i n f o r m a t i o n

歳出
（目的別）
90 億
2774 万
1 千円

民生費
21億2428万円

23.5％

公債費
15億6078万1千円

17.3％

土木費
13億0411万5千円

14.4％

農林水産業費
10億8027万8千円

12.0％

総務費
10億3337万4千円

11.5％

教育費
7億2474万1千円

8.0％

衛生費
5億5350万4千円

6.1％

消防費
3億1282万5千円

3.5％

商工費
2億588万8千円

2.3％

議会費
1億1712万8千円

1.3％

災害復旧費
1082万7千円

0.1％

自 主 財

源
　

　
　

　
　

　
　

　

源　　　財　
　

　
存

　
　

　
依

歳入
95 億

4777 万円

町税
7億6978万7千円

8.1％

繰越金
2億6524万8千円

2.8％

分担金及び負担金
1億8351万円
1.9％

その他
3億4750万6千円

3.6％

地方交付税
45億1387万円

47.3％

町債
14億1610万円

14.8％

国庫支出金
10億7103万7千円

11.2％

県支出金
7億7495万円
8.1％

その他
2億576万2千円

2.2％

　 義

　
務

　
的

　
経

　
費

　
　　　費経的

資

投　
　

　
そ

の
他

経
費

歳出
（性質別）
90 億
2774 万
1 千円

人件費
16億1684万5千円

17.9％

公債費
15億6078万1千円

17.3％

扶助費
10億7120万5千円

11.9％

投資的経費
20億6630万8千円

22.9％

物件費
9億5264万2千円

10.5％

補助費等
8億2758万2千円

9.2％

繰出金
6億6973万4千円

7.4％

積立金
2億1471万1千円

2.4％

その他
4793万3千円
0.5％

自主財源その他内訳（単位：千円）
使用料 49,406
手数料 8,775
財産収入 73,198
寄附金 3,975
繰入金 80,410
諸収入 131,742

依存財源その他内訳（単位：千円）
地方譲与税 83,429
利子割交付金 3,277
配当割交付金 503

株式等譲渡所得割交付金 114
地方消費税交付金 84,320

軽油・自動車取得税交付金 21,133
地方特例交付金 11,373

交通安全対策特別交付金 1,613

義務的経費が 47.1％
　 歳 出 で は、 義 務 的 経 費 が 47.1% を 占 め て

い ま す。 義 務 的 経 費 と は、 児 童 や 高 齢 者 な

ど を 支 援 す る た め の 扶 助 費 や 国 な ど か ら の

借 金 返 済 額 を 表 す 公 債 費、 町 で 働 く 職 員 の

人件費などのことです。

行
政
用
語
の
解
説
２

■
歳
入

会
計
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治
体
等
の
収
入

■
歳
出

会
計
年
度
に
お
け
る
地
方
自
治
体
等
の
支
出

■
地
方
交
付
税

国
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
を
一
定
の

基
準
に
よ
り
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
税

■
町
税

町
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど
町
民
の
皆
さ

ん
が
納
め
る
税
金

■
繰
越
金

前
年
度
か
ら
本
年
度
へ
持
ち
越
し
た
お
金

■
繰
入
金

町
の
基
金
な
ど
か
ら
繰
り
入
れ
た
お
金

■
国
庫
・
県
支
出
金

各
種
事
業
に
対
す
る
国
・
県
か
ら
交
付
さ

れ
る
負
担
金
・
補
助
金
等

■
町
債

町
が
借
り
入
れ
た
お
金

■
総
務
費

全
般
的
な
管
理
事
務
、
企
画
調
整
事
務
、

財
政
事
務
、
選
挙
事
務
な
ど
の
経
費

■
民
生
費

社
会
福
祉
、
身
体
障
害
者
、
老
人
福
祉
、

児
童
福
祉
な
ど
の
経
費

■
衛
生
費

保
健
事
業
、
感
染
症
予
防
、
廃
棄
物
処
理

な
ど
の
経
費

■
農
林
水
産
業
費

農
・
林
・
漁
業
振
興
対
策
の
経
費

■
土
木
費

道
路
、
橋
り
ょ
う
、
河
川
、
港
湾
、
公
営

住
宅
な
ど
の
経
費

■
消
防
費

消
火
、
防
災
防
除
、
災
害
時
被
害
軽
減
な

ど
の
経
費

■
教
育
費

教
育
委
員
会
、
小
・
中
学
校
、
社
会
教
育

な
ど
の
経
費

■
公
債
費

事
業
を
行
う
た
め
な
ど
に
借
り
入
れ
た
お

金
の
償
還
金

普
通
会
計
決
算
の
概
要

　

平
成
20
年
度
は
、
２
町
合
併
後

3
年
目
に
あ
た
り
、
厳
し
い
財
政

環
境
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

地
域
福
祉
の
充
実
、
住
民
に
身
近

な
社
会
資
本
等
の
整
備
や
自
主

的
、
主
体
的
な
地
域
づ
く
り
な
ど

の
各
種
施
策
の
推
進
を
図
り
ま
し

た
。

　

決
算
収
支
の
状
況
は
、
歳
入
総

額
95
億
４
７
７
７
万
円
、
歳
出
総

額
90
億
２
７
７
４
万
円
、
歳
入
歳

出
差
引
は
5
億
２
０
０
３
万
円
と

な
り
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き

財
源
の
３
４
７
０
万
円
を
控
除
す

る
と
、
実
質
収
支
は
4
億
８
５
３

３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
町
道
整
備
6
億
６

９
２
３
万
円
、
港
湾
整
備
4
億
４

１
８
０
万
円
、
農
業
農
村
整
備
2

億
５
５
２
３
万
円
な
ど
投
資
的
経

費
に
20
億
６
６
３
１
万
円
を
投
資

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
の
報
告
を
通
じ
、
町

財
政
の
実
情
に
つ
い
て
ご
理
解
い

た
だ
き
、
今
後
の
町
政
運
営
に
よ

り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　町民の皆さんが納める税金や国・県からの補助金は、私たちの生活をよりよくするた
めにいろいろな形で使われています。
　これらがどれくらい納められ、どのように使われているかを知っていただくために、
平成 20 年度の決算を報告します。歳出は、目的別と性質別に分けてお知らせします。

平成 20 年度決算報告

自主財源は 16.4％
　 歳 入 で は、 町 税 や 分 担 金 及 び 負 担 金 な ど
の 自 主 財 源 が 15 億 6605 万 1 千 円、 地 方 交
付 税 や 町 債 な ど の 依 存 財 源 が 79 億 8171 万
9 千 円 で す。 町 の 財 源 に は、 町 税 な ど の 自
分 た ち で 収 入 を 得 る「自 主 財 源」 と、 地 方
交 付 税 な ど の よ う に 国 や 県 な ど か ら 交 付 さ
れ る「依 存 財 源」 の 2 種 類 が あ り ま す。 自
主 財 源 が 多 い ほ ど、 自 主 性 が 高 い ま ち づ く
り が で き ま す。 本 町 の 財 源 に 占 め る 自 主 財
源の割合は 16.4% でした。

95 億 4777 万円

90 億 2774 万円 1 千円

４
億
８
５
３
２
万
９
千
円

行
政
用
語
の
解
説
１

■
実
質
収
支

歳
入
歳
出
差
引
額
か
ら
翌
年
度
へ
繰

り
越
す
べ
き
財
源
を
控
除
し
た
決
算

額■
投
資
的
経
費

投
資
的
経
費
は
、
生
産
的
経
費
と
も

い
わ
れ
、
こ
れ
に
分
類
で
き
る
性
質

別
経
費
と
し
て
は
、
普
通
建
設
事
業

費
、
災
害
復
旧
事
業
費
、
失
業
対
策

事
業
費
が
あ
げ
ら
れ
る

まちの家計簿を公表します

その他経費その他内訳（単位：千円）
維持補修費 44,783
投資及び出資金 3,150
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総務課　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
通信衛星と町防災無線を利用した緊急情報伝達システム構築 9,450
サンセット長島浄化槽用ロータリーブロワー交換修理 805
企画財政課
平成 20 年度決算剰余による基金積立 100,000
夢追いふるさと長島景観基金 50,000
ふるさと納税者への報償品
都市緑化フェアに備えた造形物保管倉庫使用料等 1,541

自主共聴施設の地上デジタル放送受信のための改修費用補助 14,707
旅客船等の多様な事業に取り組む協議会への補助 2,000
町民福祉課
障害福祉サービス給付費報酬改定等の増額 30,557
支給対象者増による子宝お祝い金 1,790
支給対象者増によるひとり親家庭医療費助成 1,000
支給対象者増による児童手当支給事業費 670
保育所運営事業費の国庫補助金精算還付金 2,039
児童扶養手当給付事業の国庫補助金精算還付金等 8,426
保健衛生課
消防法改正に伴う小規模福祉施設のスプリンクラー整備交付金 10,625
水産商工課
県営漁港（葛輪・薄井）整備の負担金 115,489
赤潮被害借入の利子補給 4,908
水産業振興のための基金積立 72,684
温泉センター椿の湯と東泉望の機器修理 873
事業推進課
黒之瀬戸大橋公園の整備

（駐車場海岸側階段設置等・造形美術展作品展示施設） 8,652

総合管理課
指江庁舎貯水タンク周辺の配管修繕 700
耕地課
県営土地改良事業の負担金 42,353
農道維持管理による水道管移設補償費等 2,155
犬鹿倉地区農道改良の水道管移設補償費等 1,111
建設課
県道平尾川床線改良工事の負担金 1,000
町道山門野汐見線の整備 40,002
町道鷹巣杉ノ段線の整備 104,992
県単砂防事業（池田川施設整備）の負担金 1,300
教育委員会総務課
奨学資金貸与基金の原資増額 30,000
赤潮被災者に対する就学援助（小学校） 2,010
川床中学校に特別支援教室増設 872
赤潮被災者に対する就学援助（中学校） 1,353
水道課
農業集落道犬ヶ倉線改良工事に伴う配水管布設替 6,769

行
政
用
語
の
解
説

■
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
等
の
実
質
赤
字
が

　

標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割

　

合
を
示
し
ま
す
。

■
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

全
会
計
の
実
質
赤
字
が
標
準

　

財
政
規
模
に
占
め
る
割
合
を

　

示
し
ま
す
。

■
実
質
公
債
費
比
率

　

毎
年
度
経
常
的
に
収
入
さ
れ

　

る
財
源
（
町
税
や
普
通
交
付

　

税
）
の
う
ち
、
公
債
費
（
借

　

金
の
返
済
）
に
充
て
ら
れ
た

　

額
の
占
め
る
割
合
の
3
カ
年

　

平
均
値
を
い
い
ま
す
。

■
将
来
負
担
比
率

　

一
般
会
計
等
の
借
入
金
（
地

　

方
債
）
や
公
営
企
業
、組
合
、

　

設
立
法
人
等
に
対
し
て
将
来

　

支
払
っ
て
い
く
可
能
性
の
あ

　

る
負
担
等
の
現
時
点
で
の
残

　

高
を
指
標
化
し
、
将
来
、
財

　

政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
の
度

　

合
い
を
示
し
ま
す
。

■
資
金
不
足
比
率

　

簡
易
水
道
や
下
水
道
事
業
な

　

ど
の
公
営
企
業
の
資
金
不
足

　

を
、
公
営
企
業
の
事
業
規
模

　

で
あ
る
料
金
収
入
の
規
模
と

　

比
較
し
て
指
標
化
し
、
経
営

　

状
態
の
悪
化
の
度
合
い
を
示

　

し
ま
す
。

　　　　　　　　　　平成 20年度長島町標準財政規模　51億 5667 万 7千円

　　標準財政規模とは
　　　その地方公共団体の標準的な状態で、通常収入が見込まれる一般財源の規模を示す指標。地
　　方公共団体が通常水準の行政サービスを提供するうえで必要な一般財源の目安となる数値で、
　　財政分析や財政運営の指標算出のためなどに利用されます。

◎問い合わせ先＝役場企画財政課財政係　☎（86）1111　内線 1253

ま
ち
の
財
政
指
標
を
公
表
し
ま
す

　

平
成
21
年
4
月
か
ら
、
町
の
財
政
状
況
を
判
断
す
る
た
め
に
設
け
ら

れ
た
健
全
化
判
断
比
率
の
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

算
定
さ
れ
た
数
値
が
、
黄
信
号
の
早
期
健
全
化
基
準
と
赤
信
号
の
財

政
再
生
基
準
を
超
過
し
た
場
合
、
財
政
健
全
化
計
画
や
財
政
再
生
計
画

を
策
定
し
、
財
政
の
健
全
化
に
向
け
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

平
成
20
年
度
決
算
に
基
づ
く
長
島
町
の
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

12
月
11
日
か
ら
21
日
ま
で
、
平
成

21
年
第
４
回
長
島
町
議
会
定
例
会
が

開
か
れ
、
通
信
衛
星
と
防
災
無
線
を

利
用
し
た
緊
急
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム

工
事
請
負
費
９
４
５
万
円
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ
平
成
21
年
度
一
般
会
計
補

緊
急
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
構
築
な
ど
に

４
億
５
３
６
２
万
５
千
円
を
追
加

一般会計予算の総額
は 107 億 393 万円に

正
予
算
（
４
億
５
３
６
２
万
５
０
０

０
円
追
加
、
総
額
１
０
７
億
３
９
３

万
円
）、
安
心
・
安
全
ま
ち
づ
く
り

条
例
、
長
島
物
産
館
の
設
置
・
管
理

条
例
改
正
な
ど
26
議
案
が
原
案
ど
お

り
可
決
、
平
成
20
年
度
決
算
が
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
た

主
な
事
業
を
、
各
課
ご
と
に
紹
介
し

ま
す
。

第 4 回町議会定例会

↑整備が進む黒之瀬戸大橋公園に、階段や造形
　美術展の作品展示施設を設置

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

平成 19 年度（参考） 実質赤字なし 連結実質赤字なし 17.9% 111.9%

平成 20 年度 実質赤字なし 連結実質赤字なし 15.7% 86.0%

早期健全化基準 14.97% 19.97% 25.0% 350.0%

財政再生基準 20.0% 40.0% 35.0% －

簡易水道事業 諸浦港埠頭 農業集落排水 漁業集落排水 特定地域生活排水

平成 19 年度
（参考） 資金不足額なし

平成 20 年度 資金不足額なし

■長島町の健全化判断比率の状況
　各比率で早期健全化基準を超えたものはありませんでした（青信号）。

■資金不足比率の状況
　各特別会計において資金不足が生じた会計はありませんでした（青信号）。
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今
年
も
町
県
民
税
（
住
民
税
）
の

申
告
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
申
告
は
、
平
成
21
年
１
月
１

日
か
ら
平
成
21
年
12
月
31
日
ま
で
の

年
間
所
得
を
申
告
し
て
も
ら
う
も
の

で
す
。

　

申
告
の
際
に
は
、
収
入
や
経
費
を

証
明
す
る
書
類
が
必
要
で
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑

②
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
給
与
支
払
証

　

明
書
も
し
く
は
公
的
年
金
等
支
払

　

報
告
書

※
大
工
、
左
官
業
な
ど
で
給
与
（
賃

　

金
）の
支
払
証
明
書
が
な
い
人
は
、

　

仕
事
に
出
た
日
数
と
金
額
が
確
認

　

で
き
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ

　

い
。

③
収
入
お
よ
び
必
要
経
費
を
証
明
す

　

る
書
類

※
出
荷
（
水
揚
げ
）
証
明
書
等
と
必

　

要
経
費
の
領
収
書
、
償
却
資
産
の

　

証
明
書
等

日　　　　　　　　時 場　　所 対象地域

青色決算説明会 １月 27 日（水）　午前 10 時～ 阿久根市民会館 長島町
阿久根市

年金所得者説明会 ２月８日（月）　午前 10 時～　午後１時 30 分～　の２回 長島町開発総合センター
１階大ホール 長島町

確定申告 ２月 16 日（火）～３月 15 日（月） 出水税務署 全市町

確定申告受付 ２月 24 日（水）～３月４日（木）
　対象地区ごとに受付（後日一覧表を配布）

長島町開発総合センター
１階大ホール 旧東町

確定申告受付 ２月 24 日（水）～３月３日（水）
　対象地区ごとに受付（後日一覧表を配布）

指江庁舎
２階大会議室 旧長島町

住民税申告 ２月１日（月）～２月 16 日（火）（後日一覧表を配布） 各公民館 長島町

町
県
民
税
の
申
告

２
月
１
日
か
ら
16
日
ま
で

　平成 21 年分の確定申告から、
前年の申告時に自宅や税務署な
どのパソコンから「国税電子申
告・納税システム（ｅ‐Ｔａｘ）」
で申告した人や国税庁ホームペ
ージの「確定申告書等作成コー
ナー」で申告した人には、確定
申告関係書類は送付されませ
ん。
　このような人で、平成 21 年
分も申告が必要と思われる人に
は、申告時に必要な情報を記載
した「お知らせはがき」が送付
されますので、申告の際にご利
用ください。
　次の確定申告関係書類は、国
税庁ホームページから出力する
ことができます。

・所得税確定申告
・所得税確定申告の手引
・収支内訳書
・青色申告決算書　など
　なお、１月下旬から最寄りの
税務署と役場窓口にも備え付け
ます。
◎問い合わせ先
　出水税務署  ※自動音声

　☎（62）０２００

④
医
療
費
、
生
命
保
険
料
、
損
害
保

　

険
料
、
個
人
年
金
保
険
料
な
ど
の

　

証
明
書

⑤
身
体
障
害
者
手
帳
等

（
注
）
畜
産
業
で
肉
用
牛
の
申
告
を

　

す
る
人
は
、
別
途
申
告
日
程
表
を

　

送
付
し
ま
す
の
で
、
各
公
民
館
で

　

の
申
告
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
税
務
課
町
民
税
係

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　

内
線
１
１
２
３

　

そ
の
介
護
に
当
た
っ
て
い
る

⑥
災
害
等

　

火
災
や
そ
の
他
災
害
の
復
旧
に
当

　

た
っ
て
い
る

⑦
そ
の
他

　

そ
の
他
町
長
が
保
育
に
欠
け
る
と

　

認
め
た
と
き

※
集
団
生
活
を
身
に
つ
け
る
、
他
の

　

子
に
手
が
か
か
る
等
は
、
入
所
申

　

請
の
理
由
に
な
り
ま
せ
ん
。

受
付
期
間

１
月
12
日
（
火
）
〜
29
日
（
金
）

※
募
集
期
間
を
過
ぎ
て
申
し
込
み
を

　

し
た
場
合
、
入
所
で
き
な
い
こ
と

　

が
あ
り
ま
す
。

※
各
保
育
所
の
保
育
士
数
、
入
所
定

　

員
等
の
関
係
で
入
所
で
き
な
い
場

　

合
や
第
１
希
望
以
外
の
保
育
所
へ

　

の
入
所
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

入
所
定
員

川
床
保
育
園
45
人
・
ま
こ
と
保
育
園

60
人
・
東
保
育
園
90
人
・
平
尾
保
育

園
60
人
・
本
浦
保
育
園
45 

人
・
指
江

保
育
園
45
人
・
伊
唐
保
育
園
30
人

※
そ
の
他
町
外
の
保
育
所
に
つ
い
て

　

も
受
け
付
け
ま
す
。

提
出
書
類

①
保
育
所
入
所
申
込
書

②
家
庭
状
況
の
申
立
書

③
保
育
で
き
な
い
こ
と
を
証
明
す
る

　

も
の

　

・
就
労
証
明
書
（
就
労
者
）

　

・
母
子
手
帳
（
出
産
前
後
）

　

・
診
断
書
（
疾
病
・
介
護
等
）

④
保
育
料
算
定
に
必
要
な
書
類

　
（
両
親
分
が
必
要
）

Ⅰ
平
成
21
年
分
源
泉
徴
収
票
ま
た
は

　

確
定
申
告
の
写
し

Ⅱ
平
成
21
年
度
町
民
税
課
税
証
明
書

　
（
平
成
21
年
１
月
１
日
、
長
島
町

　

外
に
居
住
し
て
い
た
人
）

※
児
童
が
祖
父
母
等
の
扶
養
に
入
っ

　

て
い
る
場
合
は
祖
父
母
等
の
Ⅰ
、

　

Ⅱ
も
必
要
で
す
。

◎
申
込
書
配
布
場
所
・
提
出
先

　

役
場
町
民
福
祉
課
・
総
合
管
理
課

　

℡
（
86
）
１
１
１
１

　

内
線
１
１
１
２

保
育
所
へ
の
入
所
児
童
募
集

　

平
成
22
年
度
の
保
育
所
入
所
児
童
を
募
集
し
ま
す
。
入
所
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
入
所
申
込
書
の
提
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
受
付
期
間
内
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
保
育
所
に
入
所
し
て
い
る
児
童
に
つ
い
て
も
、
再
度
申
し
込
み
が
必
要
に
な
り
ま
す
（
現
在
入
所
さ
れ

て
い
る
児
童
に
つ
い
て
は
、
保
育
所
を
通
し
て
申
込
書
を
配
布
し
ま
す
）。

入
所
対
象
児
童

　

保
育
所
に
入
所
で
き
る
対
象
児
童

は
、
長
島
町
内
に
住
所
が
あ
り
、
両

親
お
よ
び
同
居
の
家
族
全
員
が
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
家
庭
で
保
育

が
で
き
な
い
０
歳
か
ら
小
学
校
入
学

前
の
児
童
で
す
。

①
家
庭
外
労
働

　

居
宅
外
に
勤
務
し
て
い
る

②
居
宅
内
で
家
事
以
外
の
仕
事
に
つ

　

い
て
い
る

③
母
親
が
出
産
の
前
後
で
あ
る

　
（
前
後
２
カ
月
）

④
疾
病
・
障
害
等

　

疾
病
等
に
よ
る
入
院
・
通
院
、
ま

　

た
は
障
害
を
有
し
て
い
る

⑤
親
族
等
の
介
護

　

長
期
に
わ
た
る
病
気
・
障
害
等
で

平
成
22
年
度
の

お知らせはがきを送付
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NAGASHIMA TOWN Public Relations i n f o r m a t i o n

　　　　　　罰　　則　平成 21 年 12 月～

違反転用および
現状復帰命令違反

3 年以下の懲役または
300 万円以下の罰金

（法人は 1 億円以下の罰金）

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保

障
だ
け
で
な
く
、
病
気
や
け
が
で

重
い
障
害
が
残
っ
た
と
き
な
ど
に

も
年
金
が
受
給
で
き
、
思
い
が
け

な
い
人
生
の
「
万
が
一
」
も
サ
ポ

ー
ト
す
る
公
的
年
金
制
度
で
、
国

が
責
任
を
も
っ
て
運
営
し
て
い
ま

す
。

義
務
と
権
利

　

日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳

か
ら
60
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
人

は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険

料
を
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
、
年

金
を
受
け
取
る
権
利
が
あ
り
ま

す
。

加
入
の
手
続
き

　

学
生
や
自
営
業
者
な
ど
の
第
1

号
被
保
険
者
と
な
る
人
は
、
お
住

ま
い
の
市
区
町
村
役
場
で
直
接
、

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
の
第

２
号
被
保
険
者
の
人
や
、
そ
の
第

２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
る
配

偶
者
の
第
３
号
被
保
険
者
の
人

は
、
勤
務
先
の
事
業
所
が
加
入
手

続
き
を
行
い
ま
す
の
で
、
個
別
の

手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
の
猶
予
・
免
除

　

学
生
で
あ
る
な
ど
、
収
入
が
少

な
い
た
め
に
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
で
き
な
い
場
合
は
、
申
請

に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
・

免
除
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
申
請
を
行
わ
な
い
ま
ま
、

国
民
年
金
保
険
料
が
未
納
と
な
っ

て
い
る
と
、「
万
が
一
」
の
と
き

に
障
害
年
金
が
受
け
取
れ
な
い
な

ど
の
思
わ
ぬ
事
態
を
招
き
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
は
、

　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
が
管
理

す
る
環
境
セ
ン
タ
ー
、
衛
生
セ
ン
タ

ー
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
運
転

管
理
業
務
は
、
一
部
を
民
間
委
託
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
（
公
募
に
よ
る
提
案
審
査
型
）
に

よ
り
、
平
成
22
年
度
か
ら
平
成
24
年

度
ま
で
の
３
年
間
、
運
転
管
理
業
務

を
受
託
す
る
事
業
者
を
募
集
し
ま

す
。

　

募
集
内
容
は
当
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合

　

総
務
課
施
設
管
理
係

　

☎
（
84
）
４
８
１
５

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w

w
.ab.auone-net.jp/

　

~hokusatu/

任期満了（平成 22 年３月 19 日）にともなう長島町農業委員会委員選挙を執行します。

　執　　　　　　　行　　２月 28 日（日）　獅子島地区は２月 27 日（土）
　告　　　　　　　示　　２月 23 日（火）
　立候補予定者説明会　　２月５日（金）　午前 10 時～
　　　　　　　　　　　　長島町開発総合センター
　定　　　　　　　数　　16 人

新
成
人
の
皆
さ
ん
は

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を

所
得
が
な
い
学
生
本
人
の
申
請
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
制
度
で
す
。
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
や
、

不
慮
の
事
故
等
に
よ
り
障
害
が
残

っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、
障
害
基

礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
こ
と
な
ど
を
防
止
す
る
た

め
の
制
度
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
、
経
済
的
な
理
由

等
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
人
の
た
め
に
、「
保
険
料
免
除

制
度
」
や
「
若
年
者
納
付
猶
予
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
福
祉
課
年
金
係

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　

内
線
１
１
１
６

施設の運転管理事業者を募集

衛生センター

環境センター

リサイクルセンター

長島町農業委員会委員選挙

　

農
地
は
、
大
切
な
食

料
の
供
給
基
盤
で
す
。

一
度
、
農
地
以
外
に
転

用
さ
れ
る
と
元
に
戻
す

こ
と
は
極
め
て
難
し
い

こ
と
か
ら
、
無
秩
序
な

転
用
に
よ
る
農
業
環
境

の
悪
化
を
防
止
し
、
適

切
に
行
わ
れ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
12
月
か
ら

改
正
さ
れ
た
新
し
い
農

地
制
度
で
は
許
可
の
対

象
を
ひ
ろ
げ
、
違
反
転

用
の
罰
則
が
強
化
さ
れ

る
な
ど
、
農
地
転
用
規

制
が
厳
格
に
な
り
ま
し

た
。

　

わ
が
国
の
食
料
自
給

力
を
高
め
、
食
料
安
全

保
障
の
た
め
、
み
ん
な

で
優
良
な
農
地
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
町
農
業
委
員
会

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　

内
線
２
２
１
１

　無断転用した場合や、転用許可時の事業計
画どおりに転用していない場合は、工事の中
止や現状回復等の命令、罰則が適用されます。
新しい農地制度により罰則は強化され、罰金
額が大幅に引き上げられました。

農地を転用する場合には、農地法の許可が必要で
すが、いわゆる「無断転用」が後を絶ちません。

無断転用や
許可どおりに転用しなかったら

農地転用は農地法の許可が必要です
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診
療
所
の
診
療
時
間
変
更

　

平
成
22
年
1
月
か
ら
、
鷹
巣
診

療
所
と
獅
子
島
へ
き
地
診
療
所
は

当
分
の
間
、
診
療
時
間
を
変
更
し

ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を

か
け
ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

○
鷹
巣
診
療
所

　

毎
週
火
曜
日
＝
午
前
中
診
療

　
（
午
後
の
診
療
は
休
診
）

○
獅
子
島
へ
き
地
診
療
所

　

毎
週
火
曜
日
＝
午
後
診
療

　
（
午
前
中
か
ら
午
後
へ
変
更
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
町
国
民
健
康
保
険
鷹
巣
診

　

療
所

　

☎
（
86
）
０
０
５
４

確
定
申
告
無
料
相
談

　

南
九
州
税
理
士
会
出
水
支
部

は
、
確
定
申
告
に
関
す
る
無
料
相

談
を
実
施
し
ま
す
。

○
期
日

　

２
月
１
日
（
月
）
～
19
日
（
金
）

　

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
く

○
場
所

　

本
支
部
の
各
会
員
事
務
所

○
相
談
内
容

　

個
人
の
所
得
税
、
消
費
税
に
関

　

す
る
相
談

○
報
酬

　

申
告
に
関
す
る
相
談
（
30
分
程

　

度
）
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、

　

具
体
的
に
申
告
書
の
作
成
を
依

　

頼
す
る
場
合
は
有
料
で
す
。

○
予
約

　

必
ず
各
事
務
所
へ
電
話
な
ど
で

　

相
談
日
時
を
予
約
し
て
く
だ
さ

　

い
。

※
税
理
士
に
は
、
職
務
上
知
り
え

　

た
秘
密
を
守
る
義
務
が
課
せ
ら

　

れ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

　

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
資
格
の
な

　

い
人
が
税
務
相
談
を
す
る
こ
と

　

は
、
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

赤
十
字
奉
仕
団
講
習
会

　

日
本
赤
十
字
社
長
島
町
分
区
で

は
、
奉
仕
団
講
習
会
へ
の
一
般
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
日
時

　

１
月
23
日(

土)

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
12
時
30
分

○
場
所

　

長
島
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
研
修
内
容

　

災
害
時
の
非
常
炊
出
し
訓
練

　

健
康
生
活
支
援
講
習

○
参
加
申
込
締
切

　

１
月
20
日
（
水
）

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
（
86
）
０
１
９
０

鹿
児
島
県
作
業
療
法
士
会

公
開
講
座

　

一
般
社
団
法
人
鹿
児
島
県
作
業

療
法
士
会
で
は
、
平
成
21
年
度
公

開
講
座
「
食
べ
て
予
防
し
て
健
康

に
な
ろ
う
」
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時

　

２
月
28
日
（
日
）

　

受
付
＝
午
前
９
時

○
場
所

　

出
水
市
高
尾
野
町
農
村
環
境
改

　

善
セ
ン
タ
ー

○
内
容

　

・
午
前
９
時
30
分
～

　
　

健
康
維
持
の
た
め
の
食
事

　
　

講
師
＝
相
良
病
院

　
　

管
理
栄
養
士　

大
山
典
子
氏

　

・
午
前
10
時
40
分
～

　
　

食
べ
る
と
い
う
こ
と

　
　

講
師
＝
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

　
　

タ
ー
リ
ハ
シ
ッ
プ
あ
い　

作

　
　

業
療
法
士　

川
本
愛
一
郎
氏

○
定
員
＝
１
０
０
人

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

○
参
加
費
＝
無
料

○
申
込
期
間

　

１
月
18
日
～
２
月
６
日

○
申
込
方
法

　

氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
電
話
番

　

号
、
公
開
講
座
受
講
希
望
と
明

　

記
の
う
え
、
往
復
は
が
き
に
て

　

郵
送

○
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
９
９
‐
０
４
０
２

　

出
水
市
高
尾
野
町
柴
引
２
５
７
４

　

出
水
郡
医
師
会
立
第
２
病
院

　

リ
ハ
ビ
リ
科

　

作
業
療
法
士　

飛
松
幸
介

　

☎
（
82
）
５
９
０
０

出
水
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

入
校
者
募
集

　

出
水
共
同
高
等
職
業
訓
練
校
で

は
、
平
成
22
年
度
の
入
校
者
を
募

集
し
ま
す
。

○
普
通
訓
練

　

・
訓
練
科
目
＝
木
造
建
築
科

　

・
訓
練
期
間
＝
２
年

　

・
出
校
日
＝
年
間
66
日
間

　

・
入
校
資
格
＝
高
卒

○
短
期
訓
練

　

・
訓
練
科
目
＝
情
報
初
級

　
　
　
　
　
　
　

情
報
応
用

　

・
訓
練
期
間
＝
62
時
間

　

・
出
校
日
＝
各
週
土
曜
日

　

・
入
校
資
格
＝
会
員
従
業
員

○
短
期
訓
練

　

・
訓
練
科
目
＝
２
級
土
木
施
工

　
　
　
　
　
　
　

管
理
技
士
科

　

・
訓
練
期
間
＝
44
時
間

　

・
出
校
日
＝
９
～
10
月
（
予
定
）

　

・
入
校
資
格
＝
受
験
資
格
の
あ

　
　
　
　
　
　
　

る
人

○
授
業
料

　

・
普
通
訓
練
＝
年
額
６
万
円

　

・
短
期
訓
練
＝
１
万
円

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

　

☎
（
84
）
２
４
５
１

出
水
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

技
能
講
習
会

　

出
水
共
同
高
等
職
業
訓
練
校
で

は
、
技
能
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
作
業
従
事
者
特

　

別
教
育
講
習
会

　

・
期
日

　
　

２
月
27
日
（
土
）・
28
日
（
日
）

　

・
受
講
料
＝
１
万
２
千
円

　

・
定
員
＝
50
人

　

・
申
込
締
切
＝
２
月
19
日
（
金
）

○
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技

　

能
講
習
会

　

・
期
日

　
　

４
月
17
日
（
土
）・
18
日
（
日
）

　

・
受
講
料
＝
２
万
６
千
円

　

・
定
員
＝
30
人

　

・
申
込
締
切
＝
４
月
10
日
（
土
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

　

☎
（
84
）
２
４
５
１

福
祉
の
職
場

ミ
ニ
就
職
面
談
会

　

鹿
児
島
県
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
平
成
21
年
度
「
福
祉
の
職
場

ミ
ニ
就
職
面
接
会
」
を
開
催
し
ま

す
。

　

当
日
は
会
場
内
に
、
求
職
登

録
・
情
報
提
供
・
各
種
相
談
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

　

求
職
者
の
み
な
さ
ん
、
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時

　

２
月
４
日
（
木
）

　

午
後
１
時
～
４
時

　

※
受
付
＝
午
後
12
時
30
分
～

○
場
所

　

出
水
市
中
央
公
民
館
小
ホ
ー
ル

○
対
象

　

福
祉
の
職
場
へ
就
職
を
希
望
す

　

る
一
般
の
人
お
よ
び
学
生

　

※
高
校
生
以
下
を
除
く

○
参
加
費
＝
無
料 

　

※
当
日
受
付
（
予
約
不
要
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

　
（
福
祉
人
材
無
料
職
業
紹
介
所
）

　

☎
０
９
９
（
２
５
８
）
７
８
８
８

障
害
者
雇
用
納
付
金
制
度

　
「
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に

関
す
る
法
律
」
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
成
立
し
、
障
害
者
雇
用

納
付
金
制
度
が
、
７
月
１
か
ら
段

階
的
に
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

○
常
用
雇
用
労
働
者
数
２
０
１
人

　

以
上
の
す
べ
て
の
事
業
主
が
、

　

障
害
者
雇
用
給
付
金
の
申
告
・

　

納
付
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
　
　

⇒

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
は
１

　

０
１
人
以
上
と
な
り
ま
す
。

○
短
時
間
労
働
者
（
週
の
所
定
労

　

働
時
間
が
20
時
間
以
上
30
時
間

　

未
満
）
も
対
象
（
０
・
５
人
と

　

し
て
カ
ウ
ン
ト
）
と
な
り
ま

　

す
。

○
除
外
率
設
定
業
種
の
除
外
率
が

　

そ
れ
ぞ
れ
10
％
ポ
イ
ン
ト
引
き

　

下
げ
ら
れ
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
雇
用
支
援
協
会

　

☎
０
９
９
（
２
１
９
）
２
０
０
２

自
動
車
の
移
転
登
録
・
抹
消

登
録
の
手
続
き
は
確
実
に

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
で
車
検
証
に
記
載
さ
れ
て
い

る
自
動
車
の
所
有
者
ま
た
は
使
用

者
に
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
で

す
。

　

そ
の
た
め
、
自
動
車
を
下
取
り

に
出
し
た
り
、
廃
車
し
た
り
し
た

場
合
で
も
、
移
転
登
録
や
抹
消
登

録
が
済
ん
で
い
な
け
れ
ば
、
い
つ

ま
で
も
元
の
所
有
者
ま
た
は
使
用

者
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

手
続
き
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い

人
は
、
早
め
に
必
要
な
手
続
き
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

・
自
動
車
の
登
録
手
続
き
に
つ
い

　

て
は

　

鹿
児
島
運
輸
支
局
登
録
部
門　

　

☎
０
５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
８
９

・
自
動
車
税
に
つ
い
て
は

　

鹿
児
島
地
域
振
興
局
自
動
車
税
課

　

☎
０
９
９
（
２
６
１
）
５
６
１
１

　

北
薩
地
域
振
興
局
県
税
課

　

☎
０
９
９
６
（
23
）
５
１
５
１
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12
月

１
日　
　
　

災
害
時
に
お
け
る
電
気
設
備
等
の

　
　
　
　
　

応
急
対
策
業
務
に
関
す
る
協
定

（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　

浜
漉
港
竣
工
式
（
浜
漉
）

２
日　
　
　

予
算
編
成
説
明
会

（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

３
日　
　
　

県
知
事
陳
情
（
鹿
児
島
市
）

３
‐
４
日　

県
町
村
会
理
事
会
（
姶
良
町
）

６
日　
　
　

長
島
フ
ェ
ス
タ

（
長
島
町
総
合
町
民
体
育
館
）

７
日　
　
　

石
積
み
研
修
会
（
町
内
）

８
日　
　
　

新
生
活
運
動
推
進
協
議
会

（
長
島
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

10
日　
　
　

年
末
年
始
交
通
安
全
運
動
出
発
式

（
長
島
町
役
場
）

11
‐
21
日　

町
議
会
定
例
会
（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　

阿
久
根
地
区
交
通
安
全
協
会
理
事
会

（
阿
久
根
市
）

12
日　
　
　

県
国
保
地
域
医
療
学
会（
鹿
児
島
市
）

22
日　
　
　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

（
出
水
市
）

　
　
　
　
　

次
世
代
育
成
支
援
対
策
地
域
行
動

　
　
　
　
　

計
画
策
定
委
員
会（

長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　

サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
運
営
協
議
会

（
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
）

24
日　
　
　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
議
会

（
阿
久
根
市
）

25
日　
　
　

景
観
団
体
認
定
式（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　

町
行
政
改
革
推
進
委
員
会

（
長
島
町
役
場
）

28
日　
　
　

仕
事
納
め
式
（
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
）

ネ
コ
立
ち
あ
が
る

岩
合  

光
昭  

著

逢
ふ
た
び
に
孫
の
片
言
冬
ぬ
く
し　
　
　
　

山
嵜
加
代
子

鍬
振
れ
ば
い
つ
も
の
笹
子
来
て
囃は

や

す　
　
　

淵
脇　
　

護

噴
き
上
が
る
火よ

な
山
灰
真
っ
白
に
師
走
く
る　

大
堂　

早
苗

笹
鳴
き
や
嬰や

や

の
眠
り
し
隣
部
屋　
　
　
　
　

関　

佳
代
美

枯
芙
蓉
本
気
の
雨
と
な
り
に
け
り　
　
　
　

迫
口　

君
代

孫
の
手
に
重
ね
て
示
す
冬
の
星　
　
　
　
　

中
橋　

藤
七

結
末
を
聞
き
た
く
も
あ
り
師
走
か
な　
　
　

筑
前　

初
市

　動物写真家・岩合光昭氏の猫
写真集です。モデル猫ではな
い、普通の猫たちの日常が見え
ます。鹿児島の猫たちも掲載さ
れています。

人
を
見
抜
く

渋
谷  

昌
三  

著

　相手の話し方やクセ、外見な
どから素早くや嘘本音、本性を
見抜けるコツを紹介していま
す。他に男を見抜く、女を見抜
くという本もあります。

静
寂
の
夜
更
け
に
母
は
幾い

く
た
び度

も
我
が
名
呼
び
を
り
そ
の
声

太
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

荒
磯
の
岩
場
に
鴎

か
も
め

寄
添
ひ
て
霰あ

ら
れ

ま
じ
り
の
寒
風
に
耐
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

写
真
一
枚
貼
ら
れ
し
箱
が
遺
骨
と
ぞ
抱い

だ

き
帰
り
し
父
そ
ば

の
父　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

茎
の
び
て
皇
帝
ダ
リ
ア
は
高
だ
か
と
紫
淡
く
空
に
咲
き
ゐ

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

ヒ
ロ

我
が
庭
に
溢
れ
咲
き
た
る
菊
の
花
眩ま

ば
ゆ

き
ま
で
に
西
日
受
け

を
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

幸
子

幸
せ
の
裏
の
寂
し
さ
つ
の
る
日
は
孫
に
触
れ
れ
ば
心
み
な

ぎ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

秋
蒔
き
の
野
菜
は
日
日
に
育
ち
を
り
身
に
し
む
や
う
な
緑

の
旨う

ま

さ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田
キ
ク
エ

山
深
き
観
音
滝
は
こ
だ
ま
し
て
流
れ
に
祈
る
亡つ

ま夫
の
冥
福

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

映
子

暮
れ
早
き
庭
に
佇
み
手
を
あ
わ
す
行
人
岳
の
灯
り
ぬ
く
み

て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

氏う
じ
ま
つ祀
り
大
石
ひ
と
つ
の
祠ほ

こ
ら

に
て
祝の

り

と詞
清
し
き
霜
月
な
か
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

老
醜
は
哀
し
み
な
れ
ど
長
生
き
の
代
償
な
り
と
お
の
れ
慰

む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

裸
木
に
ひ
と
つ
残
れ
る
柿
の
実
の
薄
き
西
日
に
淡
く
か
が

よ
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

日そ

ば

え

照
雨
降
る
峡
田
を
歩
み
い
つ
よ
り
か
雉き

ぎ

す子
の
鳴
く
を
長

く
聞
か
ざ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

残
り
た
る
柚ゆ

ず子
の
実
ぽ
ん
と
浮
か
べ
た
り
湯
浴
み
に
憩
ふ

匂
ひ
芳
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

何
も
か
も
呉
れ
て
や
る
ぞ
と
冬
木
木
は
裸
木
と
な
り
風
に

吹
か
る
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
之
内
重
信

竹
山
に
竹
挽
鋸
を
見
失
い
竹
の
落
葉
を
踏
み
て
探
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村　

益
信

特
売
の
札
つ
け
ら
れ
し
品
の
良
き
湯
呑
茶
碗
を
祭
り
に
て

買
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
元　
　

司

山
並
に
大
き
な
プ
ロ
ペ
ラ
廻
り
お
り
空
の
濁
り
を
混
ず
る

如
く
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
原
百
合
子

親
し
か
り
し
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
友
逝
き
て
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
に
二
ケ
月
行
か
ず　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　
　

学

何
と
な
く
今
日
は
淋
し
く
て
花
を
買
い
墓
な
る
妻
に
逢
い

に
行
く
な
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

義
彦

夕
暮
れ
に
降
り
来
る
雨
の
い
と
し
さ
よ
ま
だ
生
き
て
い
る

頬
に
冷
た
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
塚　

洋
子

俳
句

去こ

ぞ年
今
年
群
な
い
こ
と
を
宗
と
し
て　
　
　

笹
元　

政
美

明
け
初
む
る
厨
に
炊か

し

ぐ
寒
の
入
り　
　
　
　

桐
野　

眞
実

短
歌

元
旦
に
新
茶
美う

ま味
し
嬉
し
か
り
香
り
清
し
く
今
年
も
活
き

ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶯
出　

成
人

ね
こ
じ
ゃ
ら
し
摘
み
摘
み
は
し
ゃ
ぐ
走
る
子
ら
尾
を
振
り

振
り
て
後
追
う
子
犬　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

九
十
余
歳
歌
詠
む
媼

お
う
な

真
似
た
く
て
お
そ
ま
き
な
が
ら
学
び

始
め
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
川
ひ
み
子

　

国
や
緊
急
人
材
育
成
・
就
職
支

援
基
金
に
よ
り
、
非
正
規
労
働
者

な
ど
十
分
な
技
能
・
経
験
の
な
い

求
職
者
を
実
習
型
雇
用
に
よ
り
受

け
入
れ
る
事
業
主
に
対
し
て
、
支

援
を
実
施
し
ま
す
。

実
習
型
雇
用
と
は

　

原
則
と
し
て
６
カ
月
間
の
有
期

雇
用
と
し
て
求
職
者
を
受
け
入

れ
、
実
習
や
座
学
な
ど
を
通
じ
て

企
業
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
人
材
に

育
成
し
、
そ
の
後
の
正
規
雇
用
へ

と
つ
な
げ
て
い
く
も
の
で
す
。

　

実
習
型
雇
用
や
そ
の
後
の
正
規

雇
用
に
よ
る
雇
い
入
れ
等
に
対
し

て
は
、助
成
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

事
業
の
対
象
と
な
る
事
業
主

　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事

業
主
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
い
て
実
習

　

型
雇
用
と
し
て
受
け
入
れ
る
た

　

め
の
求
人
登
録
を
し
て
い
る
事

　

業
主

○
受
け
入
れ
る
求
職
者
を
実
習
型

　

雇
用
終
了
後
に
正
規
雇
用
と
し

実習型雇用助成金
６万円／月

実習型試行雇用奨励金

４万円／月

実習型雇用助成金

１０万円／月

正規雇用奨励金
１００万円／人

第１期（６カ月経過後）・・５０万円

第２期（１年経過後）・・・・５０万円

1カ月以内に

常用雇用に

移行

正　規　雇　用実　習　型　雇　用

３カ月 ３カ月

　

て
雇
い
入
れ
る
こ
と
を
前
提
と

　

し
て
い
る
事
業
主
等

※
事
業
主
に
受
け
入
れ
て
も
ら
う

　

求
職
者
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も

　

該
当
す
る
人
と
な
り
ま
す
。

○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
を

　

し
た
求
職
者
で
、
希
望
す
る
求

　

人
の
分
野
に
お
い
て
十
分
な
技

　

能
・
経
験
の
な
い
求
職
者
で
あ

　

る
と
認
め
ら
れ
る
人

○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
い
て
再
就

　

職
に
向
け
実
習
型
雇
用
を
経
る

　

こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら

　

れ
る
人

○
過
去
一
定
期
間
、
当
該
事
業
主

　

に
雇
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
な
い

　

人
○
す
で
に
職
業
紹
介
以
前
か
ら
当

　

該
事
業
主
と
の
間
で
雇
用
予
約

　

が
な
さ
れ
て
い
な
い
人　

な
ど

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
水

　

☎
（
62
）
０
６
８
５

　

産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー

　

鹿
児
島
事
務
所

　

☎
０
９
９
（
２
１
９
）
５
０
６
３

⇒　国から支給されます。月額４万円の最長３カ月
⇒　基金から支給されます。最初の３カ月は月額６万円、４カ月目以降から
　　６カ月目まで月額 10 万円
⇒　実習型雇用終了後に常用雇用として雇い入れた場合、最大 100 万円

実習型試行雇用奨励金
実 習 型 雇 用 助 成 金

正 規 雇 用 奨 励 金

●支給額等の概要・・・・
　この事業は、次の奨励金・助成金で構成されています。

●実習型雇用の概要

人
材
を
育
成
し  

雇
い
入
れ
る
事
業
主
を
支
援
し
ま
す

14Nagashima toｗn Public Relation s15 広報ながしま



　

長
島
フ
ェ
ス
タ
（
産
業
・
福
祉
・

健
康
祭
り
）
が
12
月
６
日
、
長
島

町
総
合
町
民
体
育
館
周
辺
で
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
日
は
、
体
育
館
内
で
和
太
鼓

演
奏
や
農
産
物
品
評
会
に
出
品
さ

れ
た
特
産
品
の
展
示
、「
赤
潮
発

生
と
そ
の
対
策
」
と
題
し
た
水
産

業
振
興
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
が
あ

り
、
健
康
相
談
、
健
康
測
定
機
器
、

福
祉
機
器
展
示
な
ど
の
各
コ
ー
ナ

ー
も
設
け
ら
れ
、
来
場
者
を
楽
し

ま
せ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

体
育
館
駐
車
場
に
は
、
新
鮮
な

野
菜
や
魚
介
類
な
ど
の
出
店
が
軒

を
連
ね
、
餅
つ
き
大
会
や
木
の
家

の
棟
上
げ
・
餅
ま
き
、
ぼ
か
し
肥

料
づ
く
り
講
習
会
な
ど
が
行
わ

れ
、
朝
か
ら
大
勢
の
親
子
連
れ
な

ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

祭
り
の
最
後
に
は
お
楽
し
み
抽

選
会
も
あ
り
、
大
型
液
晶
テ
レ
ビ

や
草
払
い
機
な
ど
が
当
た
る
た
び

に
、
会
場
は
歓
声
に
包
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

産
業
・
福
祉
・
健
康
を
一
体
化

家
族
連
れ
ら
で
に
ぎ
わ
う

①

②③

④⑤⑥

⑦⑧

⑨⑩

①木の家の棟上げと餅まき　②赤潮被害
軽減のために何ができるか、シンポジウ
ムで議論　③行列ができた魚の抽選会　
④地元特産物を使った料理を陳列　⑤農
産物品評会への出品物を展示　⑥臼と杵
で威勢よく餅つき　⑦バレイショなどの
連作障害を防ぐぼかし肥料づくりの講習
会　⑧丸太の早切りに挑戦する子どもた
ち　⑨健康体操を体験　⑩血圧や体脂肪
測定などで健康チェック 長島フェスタ

産業に元気

福祉の充実
＆

健康をつくる

Industry 

Welfare

Health
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の出し方など学んだ味 韓国から農業研修生来町

元チームが奮闘
染川杯争奪サッカー大会

船の犬やキャラクターに笑顔風 ラッコ教室にボランティアが協力

　第 13 回染川杯争奪中学生サッカー大会は
12 月 12 日・13 日の 2 日間、県内各地から
の参加を得て、川床コミュニティ運動場で開
催されました。
　開会式で、濵田重則大会会長は、日本代表
岡田監督の ｢ 先を読める選手を選びたい ｣ と
いうコメントを紹介しながら選手を激励。大
会は中学生のファイトあふれる対戦で終日に
ぎわい、知覧中学校が総合優勝しました。
　町内の川床・平尾中合同チームは 2 位グ
ループトーナメントに進出し、同決勝戦で米
ノ津中を３－ 2 で下し、見事優勝しました。
　地元チームの快進撃に、応援に駆け付けた
保護者たちから大きな声援が送られていまし
た。

　町は毎月２回子ども教室「ラッコ教室」を開催
していますが、12 月 18 日はいつもと一風変わっ
た教室となりました。
　この日は鹿児島市の「バルーンボックス」の２
人がボランティアで駆けつけてくれました。２人
は楽しい音楽にのせて犬やイモムシ、ギター、ア
ニメキャラクターなどを風船でつくるバルーンア
ートを披露してくれました。
　この教室に参加した子どもたちは、風船が幾重
にも曲げられていくと不思議そうな表情を見せま
したが、作品が完成したとたんに笑顔を見せ、う
れしそうにはしゃいでいました。

↑ボールを奪い合う選手たち

↓デコポンを摘み取る研修生（右）と南條さん

↑バルーンアートで盛り上がった教室

地

施設に寒ブリ食べて４ 東町漁協青壮年部が慰問

↑入所者代表へ鰤王を贈る竹上部長

　日本一のブリをおいしく食べて―。東
町漁協青壮年部は 12 月 10 日、町内の
福祉施設へ養殖ブリをプレゼントしまし
た。
　同部はこの取り組みを毎年続けてい
て、この日は竹上裕記部長が特別養護老
人ホーム桃源郷やあかね園、養護老人ホ
ーム長生園、グループホームスマイル園
の４施設へ、組合員が丹精込めて育て上
げた、今が旬の寒ブリを届けました。
　あかね園では、入所者たちが玄関ロビ
ーで竹上部長を出迎え、竹上部長から入
所者代表へ養殖ブリ「鰤

ぶりおう

王」が手渡され
ました。
　各施設を訪問した竹上部長は「皆さん
に喜んでもらえました。私たちが育てた
安心、安全なブリをおいしく食べてほし
いです」と話していました。

　第 15 回長島ポテトカップ争奪少年サッカ
ー大会は 12 月 19 日・20 日の 2 日間、川床
コミュニティ運動場で開催されました。
　今大会には県内と熊本県から 32 チームが
出場。初日は雪が舞い、２日目は雨が降り注
ぐ厳しいコンディションとなりましたが、子
どもたちは元気いっぱいの試合を展開しまし
た。
　本町からは平尾・川床合同チームの長島Ｆ
Ｃが出場し、決勝トーナメントへ進出しまし
た。選手たちは雨でびしょ濡れになりながら
も、ファイトあふれる戦いを見せていました。
結果は米ノ津サッカー少年団と１－１で引き
分け、ＰＫ戦で惜しくも敗れました。

32チームが熱戦ポテトカップサッカー大会

↑雨にうたれながらも懸命にプレーする選手たち

　11 月から１月にかけて、韓国から本町の農家
に研修生が訪れています。
　この研修に参加しているのは、韓国済州大学の
特別教育課程で学んでいる韓国の農業経営者３人
です。３人は温州ミカン栽培者や農業生産法人の
社員で、本町の柑橘栽培農家に住み込みで学習し
ています。
　12 月 25 日には、萩之牟礼の南　武利さん宅で
ヒョン・スンヒョップさんがデコポンの栽培法を
学んでいました。ヒョンさんは「味を出すため、
水切りをすることなどを学んだ。韓国で役立てた
い」と話していました。
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チャンピオンに中山さん
県肉牛枝肉共進会

　平成 21 年鹿児島県肉牛枝肉共進会が 11
月 16 日、南九州市のＪＡ食肉かごしま南薩
工場でありました。
　この共進会は鹿児島黒牛の改良と肥育技
術の研さんのために開催され、県内 10 地区
から選抜された 80 頭が出品されました。
　審査の結果、犬鹿倉の中山正美さんの出
品牛 ｢ 福平号 ｣ がグランドチャンピオンに
輝き、農林水産大臣賞と鹿児島県知事賞が
贈られました。
　「福平号」は平成 19 年５月生まれで、父
は安糸福、母の父は金幸。枝肉成績は枝重
480 ㎏、ロース芯面積 76 ㎡、脂肪交雑 12、
総合等級Ａ－５、枝肉単価 7 千円でした。
　中山さんは日ごろから飼養管理に努力さ
れ、同賞は今回が初の受賞となりました。↑グランドチャンピオンに輝いた中山さん（左）

Ｇ

１昇格へ日々努力Ｊ 登尾選手が町長表敬訪問

↑活躍を誓い町長と握手する登尾選手

　本町浜漉出身で、サッカーのＪ２リー
ク徳島ヴォルティスに所属する登尾顕徳
選手が帰省し、12 月 28 日に川添町長を
表敬訪問しました。
　登尾選手は、鹿児島実業高校から福岡
大学へ進み、京都サンガＦ . Ｃ . を経て
平成 20 年２月に徳島ヴォルティスへ移
籍しました。
　長身を生かしたヘディングを得意とす
る登尾選手はディフェンダーとして活躍
しています。チームは一昨年が最下位、
昨年が９位と徐々に順位を上げてきてい
て、今後の躍進が期待されます。
　町長や役場職員から大歓迎を受けた登
尾選手は「平成 22 年はＪ１へ昇格でき
るように日々努力していきたい」と抱負
を述べ、「目標を持っていれば必ずかな
う。しっかりと目標を持って頑張ってほ
しい」と次代を担う子どもたちへメッセ
ージを贈りました。

を大切に継続したい
もみじの手が発足

　福祉施設などで介助のお手伝いをしようと
ボランティアグループ「もみじの手」が発足
し、12 月４日に特別養護老人ホーム桃源郷
でボランティア活動をはじめました。
　同日は、同施設の職員の指示に従いながら
入所者にお茶を出したり、話し相手になった
り、洗濯物を整理したりしました。
　同施設によると、入所者ができるだけ家族
や地域の人とかかわりを持ち続けられるよ
う、ボランティアが協力してくれることはあ
りがたいそうです。
　同グループの世話役の柳九留子さんは「初
歩的なことからはじめ、みんなの和を大切に
しながら継続していきたです。これから協力
してくれる人を増やしたいです」と話してい
ました。↑入所者に話しかけながらお茶を配るボランティア

害時に組合の技術活用災 電気設備等の応急対策協定

↑協定書に調印する川添町長と岩﨑理事長

　町は 12 月１日、出水電気工事工業協
同組合（岩﨑孝和理事長）と災害時にお
ける電気設備等の応急対策業務の協定を
結びました。
　同日は、調印式が長島町役場であり、
川添町長のほか同組合役員らが出席。川
添町長と岩﨑理事長が協定書に調印しま
した。
　協定書では、災害が発生した場合やそ
のおそれがある場合に、町が管理する施
設の被害状況の調査・点検、応急復旧、
資材の提供などを同組合が担当します。
　調印後に川添町長は「予測がつかない
のが災害。いち早い対応を願っています」
とあいさつし、岩﨑理事長は「地元業者
で対応できない事態には、地区内約 50
社で応援します。組合がもっている技術
を活用してほしいです」と協力を約束し
ました。

和
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（　）内は前月比

11,765( +16)
  5,666( +14)
  6,099(   +2)
  4,407(   +7)

平成 21年 12 月 31 日現在

▽
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
元
日
の
早
朝
は
曇
り
空

で
し
た
が
、
次
第
に
青
空
が
顔
を
の

ぞ
か
せ
、
昼
前
か
ら
快
晴
と
な
り
ま

し
た
。
今
年
は
、
こ
の
天
気
の
よ
う

に
重
た
い
世
間
の
雰
囲
気
を
は
ね
の

け
、明
る
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。

▽
広
報
誌
の
気
分
も
一
新
し
て
、
レ

イ
ア
ウ
ト
を
変
更
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
広
報
な
が
し
ま
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
（
濱
口
）

　

福
岡
に
住
み
、
学
校
へ
通
っ
て

い
ま
す
。
獅
子
島
に
は
１
年
に
３

回
く
ら
い
帰
省
し
て
い
ま
す
。
帰

省
時
は
水
俣
ま
で
新
幹
線
で
、
水

俣
か
ら
幣
串
へ
は
獅
子
島
汽
船
で

渡
っ
て
帰
り
ま
す
。

　

獅
子
島
に
住
ん
で
い
た
こ
ろ
、

熱
が
出
て
も
病
院
へ
行
く
交
通
手

段
が
な
く
、
自
宅
の
船
で
天
草
の

病
院
へ
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
福
岡
に
住
む
よ
う
に
な
り
、

獅
子
島
は
不
便
だ
と
さ
ら
に
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

学
校
を
卒
業
後
は
、
福
岡
で
就

職
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

時
々
獅
子
島
に
も
帰
っ
て
き
た
い

で
す
。
利
便
性
向
上
の
た
め
に
、

獅
子
島
架
橋
は
実
現
し
て
ほ
し
い

で
す
。

島
民
の
生
命
と

財
産
を
守
る
た
め
に福岡県在住

（御所ノ浦出身）

田口宗一郎さん（19）

３
社
、
１
個
人
を

景
観
賞
に
選
出

　

町
で
は
12
月
７
日
、
町
内
の
道
路

改
良
工
事
な
ど
で
施
工
し
た
石
積
み

の
コ
ン
ク
ー
ル
と
研
修
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
当
日
は
、
長
島
町
建
友
会

な
ど
か
ら
出
展
さ
れ
た
沿
道
石
積
み

の
部
８
カ
所
、
花
壇
石
積
み
の
部
３

カ
所
の
現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。
コ

ン
ク
ー
ル
の
審
査
員
に
は
、
建
友
会

員
と
町
関
係
者
29
人
が
あ
た
り
、
お

の
お
の
に
厳
し
い
目
で
審
査
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
３
社
、
１
個
人
が

景
観
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
今
後
も

国
道
、
県
道
、
町
道
な
ど
の
改
良
工

事
に
は
、
地
元
の
石
材
を
利
用
し
た

石
積
み
工
法
を
用
い
て
自
然
や
景
観

に
配
慮
し
た
工
事
が
進
め
ら
れ
る
計

画
で
す
。

景
観
賞

沿
道
石
積
み
の
部

　

有
限
会
社
福
山
建
設

　
萩
之
牟
礼
茅
屋
線
道
路
改
良
工
事
（
萩
之
牟
礼
）

事業名 事業費（万円）うち町の負担

上り浜展望所整備 5,600 0
黒之瀬戸うずしおパーク造成 5,000 0
地域交流基盤（石積みと花壇）整備 7,850 0
計① 18,450 0

事業名 事業費（万円）うち町の負担

がんばる地方応援プログラム 1,931 0
夢追いふるさと景観事業 115 0
地域活性化・生活対策事業 4,504 0
計② 6,550 0

合計（①＋②）＝ 2 億 5 千万円

県が実施した事業

町が実施した事業

21

　

株
式
会
社
岩
下
建
設

　
川
床
市
来
崎
線
道
路
改
修
工
事
（
牧
）

花
壇
石
積
み
の
部

　

有
限
会
社
小
畑
建
設

　
地
域
の
活
力
活
性
化
事
業
（
上
り
浜
）

個
人
の
部

　

花
壇
管
理
者　

小　

は
つ
み

　
県
道
長
島
宮
之
浦
港
線
（
福
ノ
浦
）

景
観
事
業
に
国
・
県
事
業
を
活
用

　

町
で
は
、
平
成
19
年
４
月
に
長
島

町
ふ
る
さ
と
景
観
条
例
を
施
行
後
、

「
花
と
石
積
み
の
ま
ち
」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
「
ぐ
る
っ
と
フ
ラ
ワ
ー

ロ
ー
ド
事
業
」
を
進
め
て
お
り
、
こ

の
事
業
に
は
国
・
県
の
事
業
を
活
用

す
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
等
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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この公演は、競輪の補助金を受けて実施します。

２月４日（木）　長島町文化ホール　午後６時 30分開演
入　場　料　＝指定Ｓ席 4,000 円・自由席（一般）2,800 円・自由席（中学生以下）1,800 円
前売券販売所＝長島町文化ホール（指江）・Ｒショップかわみなみ（川床）・竹本商店（川床）
　　　　　　　インパルス諏訪（鷹巣）・ブックセンター書林（阿久根）・富浜書店（脇本）・諏訪書店（出水）
　　　　　　　ファミリーマート [ チケットぴあ Ｐコード 399-924]
問い合わせ先＝長島町文化ホール☎（88）6500　長島町教委気宇委員会社会教育課☎（86）1111



月
日 月 火 水 木 金 土

時22～時91は■●／医番当間夜科児小■、医番当間夜●、局薬番当日休□、医番当日休○。すまりあが合場るれさ更変りよに合都は等医番当・定予事行※

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

（ ）

１４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３

  １/３１ ５ ６

２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７

２８   ３/１   ３/２   ３/３   ３/４   ３/５   ３/６

１ ２ ３ ４

２０１０2
◎ＭＲ
◎メタボらない教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●林胃腸科外科医院 73-3639

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えないごみ・資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（浦底・川床・山門野）
■資源ごみ　　（獅子島）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

■こどもクリニック永松 64-1500

○飯尾医院 88-5040
○よしもと歯科クリニック 62-8519

□クレイン薬局薬局 63-4300
□上野薬局 72-1016
■こどもクリニック永松 64-1500

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

◎母子相談
（保健福祉センター）

◎メタボらない教室
（獅子島アイランドセンター）
■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）

（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

○鷹巣診療所 86-0054
○村岡歯科医院 62-0601
□高尾野会営薬局 64-2110
□ポポロ薬局 63-630
□阿久根薬局 72-1017
□長島調剤薬局 64-5555

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）
■天ぷら油
（浦底・川床・山門野）

●阿久根市民病院 73-1331 ■キッズクリニック 63-7707

○長島クリニック 88-6405
○北園歯科医院 64-2151
□第二緑調剤薬局 63-1177
□会営薬局阿久根店 72-5060
□しおかぜ薬局 88-6011
■キッズクリニック 63-7707

◎メタボらない教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

■燃えないごみ・資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（浦底・川床・山門野）
■資源ごみ　　（獅子島）

◎心配ごと相談（長生園）
（保健福祉センター）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

●阿久根市民病院 73-1331 ■出水総合医療センター 67-1611

○平尾診療所 88-2595
○白男川歯科医 63-0009
□マリン薬局 63-6678
□さかえまち薬局 72-0978
■出水総合医療センター 67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

●北国医院 72-0016

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）

（鷹巣・諸浦）
■びん・有害　（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

◎ 1.6 歳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）
■天ぷら油
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331 ■出水総合医療センター 67-1611

○飯尾医院 88-5040
○久木田歯科医院 73-0470
□タカラ調剤薬局 62-8813
□本町薬局 73-3233
■出水総合医療センター 67-1611

◎ＢＣＧ
（保健福祉センター）
■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）

（獅子島）

●鷹巣診療所 86-0054

●２月 11日は建国記念の日です。
　建国記念の日は「建国をしのび、国を愛する心を養う」ことを趣旨としています。
　この日は記紀によると紀元前 660 年、神武天皇が即位したとされている日です。

祝日には、国旗を掲げましょう！


